
|画像処理のKIT
会社の概要

KITの専用分野は、画像処理である。画像処理を中心に多く

のシステムを受託開発しているoPCIボードからCompact

PCIなどの汎用バスの物から、単体で完結する専用装置をハ

ード、デバイスドライバ等、一括で開発している。

PCISIGのメンバで自社のベンダIDも取得済み。
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■技術

・画像処理アルゴリズムの開発

・画像検査装置、電子写真プリンタコントローラ、熱転写

プリンタコントローラ、デジタルスキャナ、MPEG圧縮

ボード、ハイビジョンボード

・PCI､CompactPCI、VME、専用オリジナルバスetcを使
用した画像処理ボードの設計、製造

・大規模FPGA(アルテラ等）を使用した回路設計

・カスタムLSI評価ボード開発

・量産コストを意識した回路設計

・各種OS用デバイスドライバ開発

■その他

PCIバスは、目的ではなく手段である。どの様な目的の物が

必要かを教えていただければ、必ず新しいアイデアを盛"

込んだ「提案害」を提出する。

先重冨二一‘‐…一主要納入

アルプス電気、オムロン、小糸工業、シャープ、ソニー、

ノーリツ鋼機、東芝、日立工機、富士通、リコー、松下電

器産業
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KIT1030PLXGetter

自作開発支援PCIボード(セミナー､回路図、ドライバソースコードのセット品〉

ボード／モジュールの概要~一蹴鍬…種

KIT1030はカスタムPCIボードを自作する際にPCI9080、

WinDKを使用し、より簡潔にカスタムPCIボードを開発する

事を可能とする為の学習ボードである。又ユーザ回路実装

用エリアを備えており、ユニバーサルボードとしての開発

が可能である。
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KIT1030DEMO(メモリターケツトボード）

・SRAM32K×8bit×4個

・LED（4bit)、DIPSW(4blt)、プツシユSW1個

KIT1030MAIN10(制御ボード)CN5未実装

・PLD....……....………EPF10K10AQC208-3

PCIブリッシ..…..…PCI9080

KIT1030MAIN30(制御ボード)CN5実装済

・PLD...........……..….EPF10K30AQC208-3

KIT1030SH4(開発中）

他その

ハード設計、デバイスドライバ設計を中心にセミナーを開催。

KIT1030を設計する過程を弊社技術者が講師となり紹介。

＜受講料＞

・PCIボード付セミナー.….….…….※昼食付¥198,000(税抜）

・セミナーのみ（同伴者限定)……※昼食付¥98,000（税抜）
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､動作安定性に定評のあるPLXの勉強ができる。

Dntソフト用デバイスドライバ

(WinDK使用／ソースコード付）

3)KIT1030DEMO用PLDソース付(Verilog)

§)オリジナルターゲットボード開発用基本仕様書付
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この紹介は「日経ボード情報」2000年冬号からの転載です．
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受託開発設計・製造


